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《
主
教
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

　
　
教 

区 

の 

皆 

様 

へ

東
京
教
区 

主
教
　
大 

畑 

喜 

道

　
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
地

震
並
び
に
津
波
に
よ
っ
て
今
な
お
万
単
位
の
方
の
安

否
が
確
認
で
き
ず
、
何
十
万
人
と
言
う
方
が
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
、
心
が
痛

み
ま
す
。
逝
去
さ
れ
た
方
々
、
ま
た
ご
家
族
に
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
多
く
の
親
戚
や
友
人
、

信
徒
が
未
だ
安
否
の
確
認
も
で
き
ず
に
心
配
さ
れ
て

い
る
方
々
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
東
京
教
区
の
諸
教

会
の
被
害
は
軽
微
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

東
北
の
み
な
ら
ず
、
東
京
で
も
帰
宅
で
き
ず
に
教
会

に
来
ら
れ
た
方
、
精
神
的
に
痛
手
を
負
っ
た
方
々
の

た
め
に
、
各
教
会
信
徒
、
教
役
者
が
大
き
な
働
き
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　
震
災
直
後
か
ら
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
は
じ
め
世

界
各
地
の
兄
弟
姉
妹
か
ら
お
見
舞
い
の
メ
ー
ル
を
頂

き
ま
し
た
。
祈
り
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
仲
間

が
い
る
こ
と
を
実
感
し
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
現
段
階
で
直
接
こ
の
こ
と
を
、
被
災
さ
れ
て
い

る
方
々
に
お
伝
え
で
き
な
い
の
は
非
常
に
残
念
で

す
。
一
週
間
が
経
過
し
東
北
教
区
の
加
藤
主
教
は
じ

め
、
信
徒
、
教
役
者
が
仙
台
市
内
の
信
徒
を
訪
問
さ

れ
祈
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
ご

自
身
も
被
災
さ
れ
な
が
ら
、
一
緒
に
祈
る
た
め
に
訪

問
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
祈
り
の
応
援
を
せ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
東
京
で
は
計
画
停
電
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
都
内
で
は
静
か
な
買

占
め
パ
ニ
ッ
ク
が
起
こ
っ
て
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

自
分
だ
け
の
こ
と
し
か
考
え
ず
に
奔
走
す
る
人
々
を

恥
ず
か
し
く
思
い
ま
す
。
神
の
力
を
嘲
笑
う
か
の
よ

う
な
悪
の
力
が
私
た
ち
に
挑
戦
し
て
い
る
の
で
す
。

祈
り
の
力
、
信
仰
の
力
を
信
じ
進
ん
で
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。
ま
だ
復
興
計
画
と
い
う
も
の
は
分
か
ら
な
い

よ
う
な
状
態
で
す
の
で
、
具
体
的
な
支
援
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
状
態
で
す
。
植
松
首
座
主

教
か
ら
も
各
教
会
に
お
願
い
が
届
い
て
い
ま
す
が
、

今
、
私
た
ち
の
で
き
る
こ
と
は
祈
り
の
連
帯
の
力
を

示
す
こ
と
で
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
た
め
に
私
た

ち
も
そ
の
働
き
の
支
え
と
な
る
よ
う
に
心
を
一
つ
に

し
て
祈
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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今週・来週 の 予 定

３月２０日～4月２日

２０（日）大斎節第２主日

外濠Ｇ教会協議会

環状Ｇ教会協議会

２１（月・休） 第 115（定期）教

区会

２２（火）銀座朝祷会

正義と平和協議会運営

委員会

２４（木）信仰と生活委員会

２５（金）山手Ｇ牧師協議会

２７（日）大斎節第３主日

下町Ｇ教会協議会

城南Ｇ教会協議会

山手Ｇ教会協議会

多摩Ｇ教会協議会

２９（火）礼拝音楽委員会

３１（木）ハラスメント防止委員

会

４月

　１（金）リトリート

　２（土）聖職按主式

◇
堅
信
受
領

３
月
６
日
　
東
京
聖
十
字
教
会

▽
石
井
勇
（
聖
十
字
）

◆ 

と
こ
し
え
の
平
安

２
月
19
日
　
菅
浪
　
正
雄
（
79
）
　

清
瀬
聖
母

３
月
１
日
　
浅
越
　
英
子
（
94
）

　
三
光

３
月
７
日
　
安
積
　
君
子
（
82
）

聖
ヨ
ハ
ネ

３
月
10
日
　
土
谷
　
久
子
（
99
）
　

三
光

３
月
13
日
　
二
又
裕
美
子
（
52
）

　
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

　
▽ 

大
斎
克
己
献
金
　
大
斎
節
の
期

間
に
克
己
・
修
養
の
証
し
と
し
て
捧
げ

る
献
金
。
日
本
聖
公
会
管
区
事
務
所
が

呼
び
か
け
、
今
年
の
目
標
額
は
２
２
５

０
万
円
。
①
国
内
伝
道
強
化
、
②
海
外

宣
教
協
力
、
③
国
内
宣
教
協
力
の
３
部

門
に
用
い
ら
れ
る
。
今
年
は
東
京
教

区
の
月
島
聖
公
会
将
来
計
画
を
応
援

す
る
た
め
に
捧
げ
ら
れ
る
。

　
▽
夕
の
黙
想
会
　
23
日
（
水
）
19

時
、
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教

会
・
聖
ザ
ビ
エ
ル
小
聖
堂
。
指
導
＝
平

林
冬
樹
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
。
照
会
℡
03

（
３
２
０
９
）
３
６
６
３
・
高
柳
。

　【
大
斎
節
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
５

　
▽ 

八
王
子
復
活
＝
映
画
会
　
①
26
日

（
土
）
10
時
「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ

ー
」
（
予
定
）
、
②
13
時
「
男
は
つ
ら

い
よ
」
寅
次
郎
純
情
詩
集
。

　
▽ 

十
字
架
の
道
行
き
１
　<

毎
水
曜

日>
 

聖
マ
ル
コ
13
時
　<

毎
金
曜
日>

三
光
12
時
・
清
瀬
聖
母
15
時
＆
19
時
・

八
王
子
復
活
16
時
・
聖
バ
ル
ナ
バ
17

時
・
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
・
聖
マ
ル
コ
19

時
・
聖
十
字
４
月
６
日
（
土
）
19
時
。

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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首
座
主
教
・
植
松
誠
師
父
か
ら
全

国
の
各
教
会
・
礼
拝
堂
・
伝
道
所
宛

書
簡
が
13
日
付
で
送
ら
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
災

害
に
今
、
で
き
る
最
大
の
こ
と
は
、

「
祈
る
こ
と
」
と
力
強
い
言
葉
を
。

◇
明
日
、
春
の
教
区
会
開
催
　
　
21

日
（
月
・
休
）
第
１
１
５
（
定
期
）

教
区
会
が
開
会
聖
餐
式
（
聖
ア
ン
デ

レ
主
教
座
聖
堂
）
を
も
っ
て
開
催
さ

れ
、
議
事
は
聖
ア
ン
デ
レ
ホ
ー
ル

で
、
議
長
・
大
畑
喜
道
教
区
主
教
に

よ
り
進
め
ら
れ
る
。
主
に
前
年
度
の

諸
活
動
報
告
、
教
区
会
計
決
算
報
告

承
認
と
、
議
案
審
議
。
教
役
者
議
員

45
名
、
信
徒
代
議
員
71
名
の
出
席
で

今
年
度
常
置
委
員
が
選
出
さ
れ
る
。

【
大
斎
節
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
４

＊
主
日
の
場
合
は
午
後
開
催
を
掲
載

　
▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
＝
講
演
会

『
貧
困
・
い
の
ち
の
問
題
と
か
か
わ

る
現
場
か
ら
』
各
主
日
14
時
半
　
①

副
田
一
郎
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ム
レ
ス
自

立
支
援
市
川
ガ
ン
バ
の
会
理
事
長
）

27
日
　
②
高
瀬
顕
功
（
社
会
慈
業
委

員
会(

浄
土
宗)

ひ
と
さ
じ
の
会
）
４

月
３
日
　
③
信
木
美
穂
（
ホ
ー
ム
レ

ス
総
合
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

長
）
４
月
10
日
。
参
加
歓
迎
。
　

　
▽
東
京
聖
十
字
教
会
＝
お
話
を
聞

く
会
「
野
宿
者
支
援
の
現
状
に
つ
い

て
」
27
日
13
時
。
楡
原
民
佳
（
聖
公

会
野
宿
者
支
援
活
動
・
渋
谷
）
。

　
▽
ナ
ザ
レ
修
女
会
黙
想
会
＝
指
導
・

竹
内
謙
太
郎
司
祭
「
私
た
ち
、
教
会
、

そ
し
て
ご
復
活
」
。
　
４
月
７
日(

木)

10
時
半
、
ナ
ザ
レ
修
道
院
。
携
行
品
＝

祈
祷
書
・
昼
食
。
申
込
期
限
＝
31
日

（
木
）
。
照
会
・
申
込
℡
０
４
２
２

（
48
）
４
５
６
０
・
同
会
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
　
聖
オ
ル
バ
ン
教
会

　
当
教
会
は
幾
つ
か
の
面
で
動
き
が
活

発
で
す
。
礼
拝
環
境
を
支
え
る
面
で

は
、
礼
拝
用
の
新
し
い
フ
ロ
ン
タ
ル
や

チ
ャ
ジ
ュ
ブ
ル
な
ど
を
作
る
チ
ー
ム
の

活
動
で
、
降
臨
節
で
一
式
を
作
成
し
た

こ
と
を
バ
ネ
に
し
て
、
次
は
大
斎
節
用

の
織
物
に
励
み
ま
し
た
。
週
日
に
は

聖
人
の
聖
餐
式
を
挙
げ
る
時
を
設

け
、
先
日
は
日
本
の
殉
教
者
の
聖
餐

式
に
15
人
が
与
か
り
ま
し
た
。
教
会

の
成
長
に
向
か
っ
て
、
現
在
は
教
会

員
・
新
来
者
の
キ
リ
ス
ト
教
入
門
の
た

め
の
ア
ル
フ
ァ
ー
コ
ー
ス
を
毎
週
行
っ

て
い
ま
す
（
他
教
会
か
ら
も
参
加
者
有

り
）
。
主
イ
エ
ス
の
思
い
が
こ
れ
ら
の

活
動
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、

祈
り
ま
す
。

（
聖
職
候
補
生
　
寿
藤
善
博
ジ
ョ
ン
）
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
77

　
オ
ル
タ
ー
ギ
ル
ド

　
宿
泊
研
修
会
に
参
加
し
て

　
こ
の
研
修
会
に
参
加
し
た
き
っ
か

け
は
、
私
が
聖
公
会
ロ
ザ
リ
オ
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
後
藤
香
織
司
祭
が
、
参
加
を
勧
め

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　
聖
公
会
ロ
ザ
リ
オ
に
興
味
が
あ
っ

た
、
そ
の
こ
と
が
私
を
深
い
祈
り
の

世
界
に
招
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の
成
成
鍾
司
祭
の
導
き
に
よ

り
、
ロ
ザ
リ
オ
作
り
か
ら
始
ま
り
そ

の
歴
史
と
意
味
を
学
び
、
夕
食
後

は
、
実
際
に
各
々
が
祈
祷
文
を
考
え

祈
る
時
が
聖
堂
で
持
た
れ
ま
し
た
。

自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
体
験
を

忘
れ
て
、
た
だ
神
様
の
声
を
求
め
て

ロ
ザ
リ
オ
を
繰
る
、
静
か
な
熱
い
祈

り
の
時
間
が
、
蝋
燭
の
灯
の
下
で
流

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
翌
朝
も
、
神
様
が
み
こ
と
ば
か
ら

人
の
手
を
通
し
て
、
そ
の
わ
ざ
を
な
さ

る
こ
と
を
学
び
、
思
い
め
ぐ
ら
す
時
間

が
鎌
倉
「
黙
想
の
家
」
周
囲
の
自
然
の

中
で
、
ゆ
っ
く
り
と
持
た
れ
ま
し
た
。

　
聖
餐
式
で
は
、
お
互
い
に
手
を
洗

い
あ
う
「
洗
手
式
」
と
い
う
、
初
め

て
の
美
し
い
儀
式
を
体
験
し
ま
し

た
。
私
の
手
を
姉
妹
に
洗
っ
て
い
た

だ
き
、
「
こ
の
手
が
神
様
の
た
め
に

用
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
祈
ら
れ

な
が
ら
、
香
り
の
よ
い
油
で
十
字
を

そ
の
手
に
切
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
し

て
次
は
私
が
次
の
方
の
手
を
洗
い
祈

ら
せ
て
い
た
だ
く
。
そ
の
場
に
い
た

全
員
の
手
が
洗
わ
れ
祈
ら
れ
た
頃
に

は
、
岐
部
聖
堂
は
さ
わ
や
か
な
香
油

の
匂
い
と
祈
り
の
心
で
満
た
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
　
　

　
聖
餐
式
の
終
わ
っ
た
と
き
に
は
、

も
う
記
念
撮
影
も
住
所
交
換
会
も
必

要
な
い
ほ
ど
に
、
私
た
ち
が
一
つ
の

体
で
あ
る
こ
と
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
帰
り
の
新
幹
線
の
中
で
も
、
「
参

加
し
て
よ
か
っ
た
。
神
様
が
こ
ん
な

私
の
手
を
も
用
い
て
く
だ
さ
る
。
こ

の
喜
び
を
中
部
教
区
で
も
分
か
ち
合

い
た
い
」
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
教

区
礼
拝
音
楽
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
の

み
な
さ
ま
、
特
に
参
加
者
が
黙
想
に

専
念
で
き
る
よ
う
に
と
お
心
遣
い
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
姉
妹
方
、
導
い
て

く
だ
さ
っ
た
成
司
祭
に
、
心
よ
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
「
主
に
感
謝
し
ま
す
」
。

　
　
中
部
教
区 

名
古
屋
聖
マ
タ
イ
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓 

場 

直 

子
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